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(1 月 7 日) ：銀行株が相場全体を押し上げ 

ベトナム株は反発。銀行株が相場を牽引した。 

ホーチミン取引所の VN 指数は 0.32％上昇し 958.88 ポイントで取引を終えた。 

出来高は 1 億 8160 万株で売買代金にして 3.7 兆ドンほどであった。 

同指数は 0.97％安の 955.79 ポイントで月曜日の取引を終えていた。 

161 銘柄が下落し 169 銘柄が上昇した。57 銘柄は変わらずだった。 

サイゴンハノイ証券によると、火曜日の流動性は低い水準で、テト前のため投資家の消

極的な動きは続くと予想される。 

本日の VN 指数は 950-970 ポイントのレンジで上下するだろうと同社は予想した。 

銀行株は上昇し指数を支えた。ベトナム投資開発銀行（BID）(2%)、ベトコムバンク

（VCB）(+0.3%)、テクコムバンク(TCB)(+0.7%)、ベティンバンク（CTG）(+1.6%)

などが上昇した。 

その他、ビンホームズ（VHM）(+0.5%)、ビナミルク（VNM）(+0.9%)、ビングルー

プ(VIC)(+0.2%)、ビンコムリテール（VRE）(+0.9%)、マッサングループ

(MSN)(+0.4%)、サイゴンビール（SAB）(+0.1%)などの大型株が上昇した。 

石油ガスセクターは直近 2 営業日上昇したため、反落。ペトロベトナムテクニカルサ

ービス(PVS)(-1.1%)、PV パワー（POW）(-0.9%)、ペトロベトナムドリリング

（PVD）(-1.3%)、ビンソン製油石化（BSR）（-1.2％）、ペトロベトナム建設

(PVC)(-2.9%)などが下落した。 

セクターごとでは 25 セクターの内の 10 セクターが下落、ヘルスケア、石油ガス、農

業、プラスチック化学、運輸などであった。 

反対に、卸売り、保険、不動産、証券、IT、小売、銀行などは上昇した。 

ハノイ取引所の HNX 指数は 0.18％上昇し 101.42 ポイントで取引を終えた。 

出来高は 2930 万株、売買代金にして 2756 億ドンであった。 
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HOSE での外国人投資家の売り越しは 602 億ドン、VCB、HPG、PLX などを売り越し

た。ハノイ取引所でも 76 億ドンほど売り越した。 

バオベト証券によると、VN 指数は 961-963 ポイントの抵抗線に向かうと予想される。 

指数は 953-963 ポイントのレンジで揉みあうだろうと予想した。セクターによってま

ちまちの動きになるだろうとのことだった。 
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